
リペア工法CN6.0は、新設することなく補修で経年劣化したコンクリート構造物の
再生長寿命化を可能にし、約60%のCO2削減となる次世代の工法です。
今まで不可能とされていた髪の毛の細さのようなひび割れ幅0.05㎜の微細部までに
も注入を可能とした新注入器具※1を使用し、特許取得※2したM&H微粒子セメント※3

と専用のMHウォーターを合わせたセメントペーストにより、コンクリートの微細部
まで緻密化させ、コンクリート構造物の劣化を回復可能にします。

コンクリートの削孔、ケレン
時の粉塵を飛散させないよう
に、当社でも改良を重ね、粉
塵の飛散を格段に抑制した環
境配慮型の集塵機。
出力1kWの強力集塵パワー
で、片手で持ち運びが可能
な軽量タイプ。狭い場所や
足場、機材の多い場所で活
躍します。
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基盤技術

完全無機注入材による止水・
補修工法で特許を取得した
M&H工法に使用する主材の
高強度微粒子セメント。
基準強度は60N /㎟以上
（28日）の強度を発現し、
微細部まで緻密化させること
ができ、止水性も有します。

リペア工法CN6.0で使用す
るM&H微粒子セメントの専
用液。
M&H微粒子セメントとの組
合わせにより、微細なひび
割れ部を短時間で緻密化さ
せることを実現します。
人体に無害です。

従来の低圧樹脂注入では0.2
㎜以下のひび割れに完全には
注入できませんでした。
この 新 注 入 器 具 により
0.11N/㎟の吐出圧で0.1㎜
のひび割れから注入し0.05
㎜のひび割れまで注入可能で
あることが立証されました。

実用新案　登録第 3185526 号

建材試験センターでの実験で0.1 ㎜のひび割れから注入し0.05 ㎜のひび割れまで注入可能であることが立証されました。

エムエイチ

M&H+微粒子セメント※3新注入器具※1

商標登録　登録第 5869231 号

MHウォーター
エムエイチ

※実験の使用器具：高圧注入器具（赤）は現在の新注入器具（0.11N/㎟）です。

（社）三重県建設資材試験センター　高粘度注入材における注入速度等試験

強力集塵機

※2 完全無機注入材による止水・補修工法、通称M&H( エムエイチ ) 工法（特許第 5979805号）。

排水設備RC水槽の再生・長寿命化を実現

本書掲載の文章、画像の無断転載・複製を固く禁じます

次世代の水槽補修ソリューション
プロジェクト
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躯体調査

調査手順

オープン型水槽イメージ

補修工事

表面の塗装がかなり劣化していますが、
大きなクラックは見当たりません。

上の矢印の位置で採取したコアです。
想像以上に内部の劣化が進んでいます。

塗膜をケレン撤去するとジャンカが現れました。
見た目では塗膜の下に写真のようなジャンカの存在は判りません。

造り替えが難しい水槽の問題を解消！
当社はコンクリート躯体状況を調査し、
壊して新たに造ることなく、補修によって排水設備の延命化を図ります。
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目視による壁面の状況確認

平面を打診棒で叩いて
浮き状況を確認

研磨機、または超高圧洗浄により
コンクリート表面の劣化部や塗膜の撤去

クラック状態及び漏水痕の確認

コア採取場所の選定

φ＝75㎜ , L＝160㎜～180㎜で
コア採取

公的試験場にて圧縮強度及び中性化試験実施

報告書提出8.

新設することなく補修によりコンクリート水槽を長寿命化し、
約60%のCO2削減となる、次世代の工法です。コンクリート
内部の空隙を緻密化させ、中性化を改質し本来の強アルカリの
状態に戻します。

新注入器具での低圧樹脂注入と、特許取得のM&H微粒子セメ
ントに専用のMHウォーターを使用することで、築年数が30年
以上50年程度の躯体でも造り替えずに使用することを可能に
します。

解体・新設にかかる費用を抑え、産業廃棄物の軽減、さらに
二酸化炭素排出量を大幅に削減できる環境に配慮した工法です。

ピット型水槽

水槽外壁

コンクリート水槽の補修工事を検討される場合、水槽の現状を把
握するために躯体調査を行い補修工法の提案をさせていただいて
おります。

コンクリート水槽の躯体劣化状況は、見た目ではなかなか判断が
難しいものです。特に塗装されている場合は、なおさら判りません。

当社の躯体調査では、コンクリート表面を削り、素地を露出させ
て躯体状況を判断します。また、コアを採取してコンクリートの
圧縮強度と中性化試験を行います。

リペア工法CN6.0

コンクリートの劣化は「ひび割れ・漏水・中性化」などの原因により、
内部に空隙が生じることで起こります。この劣化原因を補修し、コンク
リートを長持ちさせる提案をさせていただきます。

ケレン

施工前

改質材塗布注 入

左官補修

防 食 注 入

施工前

完 成

完成

コア採取

報告書提出

塗膜撤去

クラック状況確認

目視・打診


